
東京者鳴島火山調査報告　（高畠　彰）

1容易に実施できる。

　こめ方法は，第一に現場で手軽に実施する事ができ，、

從つて第二に経費，手数ならびに時聞の大きな節約をも

1たらし，さらに第三には，数多くの測定が容易であり，

しかも各測定における試料探取の誤差がないため，結果

の確実性をも増しうるとい5ような効果または能率をあ

げうる。

　その具体的な実施方法の細部に亘つては，L上述2種の、

ほかに種々な方法があり，さらに利用慣値の多い方法が

見出されると思われるσこれらほ今後の研究にまつべき

であり，特に現場技術者の実擦への鷹用が希望される次

第である。
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東京都鳥島火幽調査報告
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要　　約

　、鳥島は東西2．5km，南北2kmの小島で，全島火山噴

出物よ、りなる。成暦二重火山に属し，外輪山は玄武岩熔

岩および玄武岩質集塊岩により構成せられ，，中央火口丘

には子持山と硫黄山とがあり，前者は成層火山丘をなす

が，後者は円錐状噴石丘で，・外輪山を構成する岩石の破

片の外に新期の安山岩質の拗出物よりなる。曜和14年

の活動によつて，玉置里・千歳浦方面に洗出して遠く海

底下におよんだ。新期熔岩は両輝石安山岩からなる。

　島内には稼行儂値ある鉱床はない。すなわち燐鉱（グ

アノ）韓かつて採掘を企図されたことがあるが，現在で

は火山噴出物に被覆されてこれをみることができない。

また噴気孔口：およぴ硫気孔口に小規模の硫黄を産する

が，稼行の対象とはならない。
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地質調査所月報　（第2巻　第12号）

　　　　　　　1．緒　言
　鳥島は冨士火山帯中の一火山で北緯3㌍線に近い。

その地理的位置および最近にも噴火したこと等より，

その地質地理については各方面から関心を持たれている1

にも拘らず，交通不便なため文献は極めて少ないQた

またま昭和22年本島に燐鉱区を設定した大川留吉氏一

行が渡島するに際し筆者は同行の便宜を得て同島に上陸

し，昭和22年11月下旬2日島丙の地質鉱床調査に從事

した。以下その結果を報告する。なお本調査には吉村泰

明，徳藏勝治両技嘗が同行した。

　　　　　　2．　｛立置及び交通

　本島は東径140。14ノ，北緯30。28ノ，に位し，1わが國領

土の南を劃する仮境界線（北緯300）に近い。本島以南に
　ソウフガン
は嬬嫌岩がこの間にあるが，同島ほ無人島であるため，』

本島が邦人居住の最南端ということになる。八丈島より

南方156浬にあり，卑京より航程約2書夜を要し，八丈

島はその中聞に当る。

　本島への定期便般は現在のところなく，た黛気象観測

所員交替船が2年回巡回しくるに邉ぎないQ

　　　　　　3。島内事惰
　本島は明治初年まではほとんど無人島で，同年玉置某

が始めて信天翁（あほうどり）の羽毛探取に着手してよ

り，八丈島等より移佳するもの参増加し，信天翁羽毛操

取のほか牧畜・漁獲を業とした。、これら島民は北部海岸

地域すなわち玉置里千歳湾附近に居を構え，多い時には．

300名に達した。

　その後明治35年の大爆発に際して人畜悉1く滲死した

が大森房吉黄によれば当時の人目は155名であつたとい’

う。その翌年より再び儘島するものができ，次第にその

数を壇加したQしかし人口は爆発前に達せず一時無入島

となつたこともあり，昭和5年の國勢調査では人口42

名であつたo

　昭和14年の大爆発後は全くの無人島と化した。この

間載時中に億海軍兵士が駐在したことがある。

　終職後再び無入島となつたが，昭和22年中央気象台

が本島に観測所を設置したので，現在では同所員10名

・余のみがこの島の居住者となつている。

　島内に狡少な地域を占めて発蓬する平坦地は，厚い岩

樺状火山砂礫によつて被覆されて土壌の生成をみないた

め，植物が生ぜず全く農耕に適しないφ随つて食糧はす

べて移入のほかはないo
　　　　　　　　　　　こちよう　島丙の動物としては，ばつた・蟻胡鳥・かつを鳥があ

り，爬虫類は櫻息しないQ気温は本土の平均より梢々高

＊大森房吉：鳥島破裂概報，震災豫防調査會報告，第42容，4～20頁

明治36年　、

く，雨量も多い・しかし地形・地質の影響により地表水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　洗部よび地下水の貯溜はなく，飲料水は雨水を貯藏して

使用する外はない。

　　　　　　　4．地　　形
　本島は東西約2．5km．南北2kmの小島で，その生成

は比較的新しく（第四紀），まず海底の噴火によつて海面

上に姿を現わし，その後数次の火山活動を経て現在の島

影をなしたもので，随つて島の地形は海岸に海蝕崖が発

蓬する外，そのま瓦一次的火山地形を代表するものであ

るo

　海蝕崖は北東部でに！00mで，それより南に行くに、

随い高くなり，旭山の東より燕崎に至る聞では200m以

上である。島の西南部では急崖参さらに著しく・月夜山・

の南では高さ3qOmに近く，山腹は断崖によつて切り

取られて，その上端は創の殴の如く狭くて鏡いoこれよ

り北部すなわち島の西側では高さを減じ，初疲崎では断

崖の高さは数！nである。北西側海岸は隆起海蝕台地の地

形をなし，その海蝕崖の高さは10m丙外であるo

　島は開析がほとんど進んでいないため標式的な二重火

山の地形を呈する。外輪山の火口は南北1．4km，東西

1．2kmで略々円形を呈し，その北壁と南壁の一部を欠

損する。旭山（387m）おタび月夜山（374nl）は火口壁の

一部をなすもので東西に相対峙する。外輪山の外斜面は

東側では400内外の勾配をなし，南側（燕崎より月夜山

に至る聞）では700（・80。の海蝕崖が直ちに火口壁に迫1

り，西側（月夜山の西側山腹）は20。～3qo宅梢々緩慢と

なり，北西側（王置里附近）では200内外であるo

　外輪山の北側山腹に億兵庫湾の湾入と千歳浦の凹陪地

がある・兵庫湾は北北西～南南東に伸びた爆裂火口で，

明治25年に形威された。千歳浦の南に続≦凹陥地は北

に開いた馬蹄形をなし，南端は外輪山火口壁におよび，

その断崖は高さ200mに近い。その成因については大

森房吉甚，西村万壽，猪間牧三郎麹ま爆裂火口と考え，

紳保小虎甚繰は山崩れによるものと考えた。

外輪山火口壁の内斜面は西側では16。以上の急崖をな，

ずが，東側および南側では火山砂礫が厚く堆積して30。

～40。の傾斜を示すに過ぎない。北側内壁に当る所は後

に硫黄山を生じたため，その下に没している。

火口原内には子持山中央火口丘とその西に南北に伸び

た大爆裂火口があり，さらに大爆裂火口の北端近くに当

つて，昭和畢年の活動によつて形成し驚硫黄山中央火

口丘がある。

　＊大森房吉ご前出
　継　西村万壽，猪間牧三郎＝　鳥島破裂調査概報，震災豫防調査會報．

　　告，第43號，36～41頁，明治35年
　淋＊　醜保小虎＝鳥島火山噴出後の地勢調査報丈　同上43～48頁鼻

　　明治35年
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東京都鳥島火山調査報告　（高畠　彰う

　　　　　〆
　子持山は火口原の中心に位し山頂は火口原上⑳0血内

外で，西孚は明治35年の活動によつて飛散し，北端は

硫黄山の噴石によつて被覆されているo子持山にはかつ

て北窪・中窪・南窪の3火口があつたが，明治35年の

爆発により北窪近附は飛散し，中窪と南窪とは当時の拗

出物および昭和14年の批出物によつて埋没し，現在で

はその跡を留めず，自体は緩やかなドーム状を呈するo

　子持山の西に接する大爆裂火口は明治’35年に生成し

た時には南北8GGm，東西25Gm，深さ10G’》300mであ
一
つ
た
と いうが，．その後北宇には硫黄山が生成し，南東の

一部は子持山の方へ拡大し，この部で幅500mとなつ

　たo凹所は昭和14年の噴出物によつて埋められ，現在

　では深さ最大数10mに過ぎない。

　硫黄山は島内最高位を占め，山頂は海抜380。21mで，

　唱火口原上100m製余にあり，その形は勾配400内外の裁1

　頭円錐形をなし躍基底の直径獄600m除で，1上端中央

　に火口状の凹地があり・直径12001m∫余で，その晒側の・

　一部が欠けている。

・　　島は開析がほとんど行われていないため，山腹上にば

　放射谷をみず，随つて漢流ば全く存しない。

　　　　　　　5．地　質
　　外輪山は玄武岩熔岩および同質集塊岩よりなる。その
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地質調査所月報（第2、巻第12号）

下部は熔岩を主とし，集塊岩の薄暦を数暦挾み，上部は

主として集塊岩よりなりその中に粗粒玄武岩が網状に幅

1パ2mの岩脈群をなして貫き・または相並行する幅

5パ7mの岩脈をなして貫入している。

　千歳浦南の凹陥地の断崖では，上部の集塊岩が明瞭に

成層しているのがみられ，その傾斜は外側に向つて200

～’30。である。その中には熔岩洗を挾む如くみえるが・

近寄れ；ないため確認ミずることはできなかつたQ

　中央火口丘子持山は成暦火山丘でその西に接する爆裂

火口壁で熔岩流らしき物を挾む集塊岩の成暦状態がみら

れるほかは岩石の露出を欠く。火口壁の露頭は近寄り難雇

いため，これを構成する岩石を明らかになし得なかつたQ

　硫黄山は厚い火山檸屑物の堆積よりなる円錐状噴出丘

（cinder　cone）で，これを構成する火山陣暦物は外輪山

構成岩石めほか新期噴出の玄武岩質安山岩の火山岩塊・

火山弾・火山礫・火山砂・火山友からなり，そのうち火

山彊と火山礫が叢も多い。硫黄山の山腹には各所に硫気

および水蒸気を放出する噴気孔および硫気孔参あり，白

色昇華物および硫黄を孔口四周に析出している◎、就中水

蒸気の噴出は著しく，そのためカルデラ内匹常に白煙を

，たなびかせているさまが，遠く海上からも望見されるQ

　硫黄山生成前に噴出し，少量はその後も硫黄山山麓部

から温出した玄武岩質安山岩（両輝石安山岩）の熔岩は玉

麗里方面および千歳浦方面に流出して島の北孚の大蔀を

占める。その表面は一見流動の跡を明瞭に示して波紋状・、

織漿状・渦巻状・擾れた縄状等の模様を示すが，蓉付け

ば表面には多くの杏仁孔があり，岩津状を呈する。熔岩

の厚さほ陸上では・伽内外であるが・海騨郷りた、

部分では30～40m匙こi達するというo

　外輪山の山腹上および隆起海蝕台地上には，火口原内

と同様火山砕屑物が広く被覆し，その厚さは数m程度

のものが多いが，北牛では特に厚く玉置里附近で約30－

m庭蓬iする所がある。

　島の北部に．小規模に肇達する海蝕台地堆積物は火山砕●

屑性砂暦よりなり，，薄い火山友暦を挾んで明瞭な暦理を

示し∋時に爲暦をなす場合があり，また中に極めで少量

の邉礁珊瑚の破片を含む。厚さは3m以上である。

　次に噴火中心の分布より地下構造を推定するに，明治

35年の噴火では，その活動中心として月夜山の南海底・

子持輿西隣の大爆裂火口・兵庫湾の爆裂火口があり，こ

・れらは略々南北の線上にあり，また昭和14年の噴火も

硫黄山を通る南北線上が活動中心となつており，さらに

子持山の小火口が南北に配列した等の事実より，地下に

は南北方向の裂線が多数平行して存しているか，または

鰯E芳両防裂線を生じ易い状態にあるととは容易に想像

しうる所であるo

　　　　　　6．岩　石
〆1．外輪山熔岩

次緑色乃至暗灰色を呈し，一般に多孔質である。中に

は鉄質物が表面を著しく汚染し，さらに褐鉄鉱質物質が

杏仁孔を蟹めまたは緬状の表面をなして被覆することが

あるoこれらのもので1額濃赤褐色を…呈するo斜長石の斑

晶は比較的多く肉眼的な斑状構造を示す。

本熔岩ほ（a〉轍欄石玄武岩および普通輝石一撒騰石玄

武岩と（b）轍騰石普通輝石玄武岩および普通輝石玄武岩，

に分けられる。　　　　『　　　ノ

　その中（a）は本熔岩流の大部を占めるもので，（b）は（a）

の上位にあり，例寝崎ではその厚さ1Gm弱であるo

　（a）轍麓石玄武岩および普通輝石撒麓石玄武岩

　斑晶として斜長石・撒欄石（普通輝石畳）を含み，斜長

　石は孚自形で累帯構邉をほとんど示さず，次長石に属

　し，壁開片上の浩光角より決定した成分は第1表の如・

　くである。

　　　　　　　第1　表

産　地

初疲崎

護屠／商

初疲崎

岩．石

緻慨石玄武岩

撒麓石玄武岩

普通輝石，

轍騰石玄武岩

満光角

（001）上

400

360、

380

（010）上

380

380

380一

成分

An96

An94

An96

微斑晶をなすものではこれよりも多少An分に乏し

く，An91丙外である。概覧石は円昧を帯びた短柱状

、または粒状をなし，概して微斑晶をなすものが多い。

普通輝石は孚自形または粒状他形でその量は少ない。

石基は析木状の斜長石と粒状の撒麓石短柱状の普通輝

石粒状乃至塵状の磁鉄鉱および破璃よりなる◎

（b）撒騰石一普通輝石一玄武岩および普通輝石玄武

岩。斑晶として斜長石，累通輝石，（撒麓石）がある◎斜

長石は孚自形で累幣構造を示さず，著しく破璃質の包

褻物に富む。成分は亜友長石～友長石に属し，壁開片

上の潰光角より決定した成分は第2表の如くであるQ

　　　　　　第2表

産　地

初寝崎

玉、置里
初寝崎間

岩　　石

緻濱石，普通輝
石玄武岩

1普通輝石玄武岩

潰光角
　　　〔OO1）上（010）上

350

2go

380

成分

An94

360　・An88

普通輝石・轍贋石はともに円昧を帯びた粒状乃至短柱

＊農石中に含むものと含まないものとがあることを示す
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・駄をなす。F

石基は破璃質で球状乃至楕円体状の孔隙が多い。

2．隻塊岩
玄武岩質集塊岩で岩塊には普通輝石一緻欄石一玄武岩

・轍撹石玄武岩・普導輝石玄武岩等わ熔岩片および浮石が

、ある。その径数粍で長さ1cmにおよぶ美麗な次長石の

結晶揮が初寝崎の浮石質集塊岩中に多量に産する。

3．外輪山集塊岩中の岩脈　・

　（4）網状の岩脈群をなすものと曳b）これよりも幅広く

かつ平行な岩賑をなすものとがあり（a）では岩脈の中央

部に稽々孔隙が多く，くb）では全く杏仁孔を欠き緻密で

、ある。

　岩質は粗粒玄武岩乃至撒欄石粗粒玄武岩で，後者を主

とし，肉眼的な斑状構邉を示す二とが多い。斑晶として

斜長石・普通輝石（撒撹召）があり，そのうち斜長石は友

・長石に属し，撒騰石は微斑晶として多い。

　石基は粒状の撒麓石輝石磁鉄鉱および斜長石よりな
り，聞粒構造または輝緑岩構造を示し，前者は（a）に多

く，後者は（b）に多い。

　4．玉置里熔岩

　幣線暗友色，多孔質で肉眼的な斑状構造が明瞭であ

るo岩石は両輝岩安山岩で，斑晶として斜長＝石・紫蘇輝

石・普通輝石があるo斜長石にほ累帯構造をほとんど認

めない。成分は大形のものでは友長石に属し，微斑晶で

ぱ亜炎長石に属すう。微斑晶の壁開片上の潰光角1蟹％）

上で36。，（001）上で28。で，一成分はAn85に相当す

る。石基はほと・んど破璃からなり，磁鉄鉱お，よび塵状物

によつて暗緑色を呈する。

　5。外輪山火口内噴石
　噴石年なる硫黄山を溝成する火山拠出物として依少量『

の火山岩塊を混じ，人頭大乃至拳大の火山揮およびクル

ミ大乃至大豆大の火山礫が大部分を占め，その聞を火山

砂・火山友が填める。火山岩塊は不規則な形態を示し，

時に径2・》3m　 に蓬するものである。火山揮にほ球状紡

錘状のものが多く，その表面は岩澤状のものが多い。火

山礫は岩津をなし最も多い・

　これらを構成する岩石は外輪山構成岩石の外にそれよ

り新しい含撒欄石・両輝石安山岩両輝石安山岩があり，

またその弛に普通輝石安山岩・紫蘇輝石安山岩がある。

　　　　　　7．火山活動史
　本島は水成岩の堆積がないため，火山の生成期を正確
’
に
決
憲 し得ないが，地形の開析度からみるとその生成は

比鮫的新しく，恐らく外輪山の形成は早くとも洪積世に

なつてふら始まつたものと思われる。それ以後活動を続

け’1確かな記録に残る最近の活動としては明治35年y

裏よび昭和14年の大爆発があり，現在でも硫黄山の山

腹上め噴気孔および硫気孔からはガスの臓出が盛んであ

る。本調査期問中に気象観測所員が主となつて硫黄山周

辺の噴気孔および硫気孔附近の地温観測を行つた。その

・結果は第3表の如くである。た黛し，地表下10型20cm

での測定である◎

　　　　　　　第3表

観測地副

No．1
No．2
No．3

位 置

硫黄山山麓

玉置里熔岩流出隣

千歳浦南凹陥地崖上

地温（掘氏）

　1400
1400戸》2300

2300～2500

本火山kおける主なる活動の跡を辿れば大略次の如き

順序に要約される。

羅難難1｝外輔
　（4）子持山爾形成、

　（5）子持山西隣大爆裂火口，南海底噴火兵庫湾の形成

　　、（明治35年〉

　（6）玉置里熔岩の噴出F（昭和14年）

　（7）硫黄山の形成　（昭和14年）

　曳8）硫黄山山麓よりの熔岩流出（昭秘4年）

　この中（5）については犬森房吉，西村万壽，、猪間牧三

郎，神保小虎の報告＊があり（6）より（8）に至る火山活動．

については田中館秀三の報告鰍がある。

　　　　　　8．鷹胴地質　　　　　　　　、

（a）燐鉱

玉置里附近にはかつて信天翁が群櫻し7グアノを堆積

したという。玉置某はその採掘に着手したことがあるが，

事業の本格化に至らないうち，昭和14年の爆発によつ

て中絶となつたo

以後グアノ堆積地は玉置里熔岩および火山拠出物の被

覆する所となり，㊥随つてグアノは熔岩により加熱せられ

ほとんどグアノ・としての存在は期待し難い上，厚い被覆

物は今後のグタノ採掘の企業化を不可能ならしめてい

る◎

試みに玉置里の熔岩被覆踊れた部分の海蝕台地堆積

物中にピットを掘つた処，深さ2・5mにおよんだが鉱床

に達しなかつた。
　現在では硫黄山の硫気ガスが多い準め，信天翁は島に

近寄らず，本年に入つて辛うじて3朋の信天翁が附近の

海上を飛翔す為のを測候所員参認め掴こ過ぎない。一

　＊　大森房吉，西赫万壽，猪問牧三艮K，憩保小虎＝前出

　怒　田中嬢秀三：昭和14年來の．鳥島贋火概報・地質學難誌47憲・

　　565號，、387～403頁，昭和15年
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現地表上のグアノの堆積は島丙何所にもみられない。

　（b）硫黄

硫黄山の山腹上および火口原中の北西部には各所に噴

気孔および硫気孔があり，硫黄：をその孔口に析出し，し

ばしば號珀色の美麗な硫黄が直径数十cm以内の範囲に

生じて居り，また火山砂礫上に薄膜歌をなして，梢々 広

範囲に白色昇華物と混じて黄友色の硫黄を謹するが，と

もにその量少なく探掘に．値：するものではない。

553．431．44：551．78：550．8（524）：622．1

北海道豊宏鑛山銅・鉛。亜鉛鑛床調萱報告・

小　関　牽　治鱒

　　　　　　R6sum6

0n騒eC軍ifeτ幡L瞬Z藍鵬0ぜe
・亙）e脚S麺o貴heToyoぬiro醗麗e，

　　　　　Hokkaid6．

by

　　　　　　Kloji　KOseki

　Toyohiro　mine　lies　about5km　NNWof
J6zankei　五〇tらspring．　Geological　features

of　this　regiqn　comprise　the　Tertiary’forma－

tion　of　tuffaceous　s五aleンgreen　tu登alld　ag－

910merate，intruded　by　the　stock一亙ike　mass

of　hornblende－quartz　pOrphyry，　t姦e　　1ava

、Hows　of　dacite　and　two－pyroxene－andesite

covering働em．
　Severa玉coPPer，1ead　and　zinc　veins　strik－

ing　mostly：NrS　to　N30。E　and　almost　verti－

ca玉，are　known亙n　the　alterψ　quartz　porr

phyry』尋nd旗e　tu｛faceous　shale　or　agglome－

rate．Among　these，only　two　parallel　veins
in　th』e　quartz　porphyry　are　of　ecOnomic　i現一

portance．　One　is　about70m　long　and　O．5－

1．5m　wide，and．the　oth．er，abou亡30m　long

and　O．2－0．7m　wide．Others　are　too　narrow

to　be　mined，on　an’average　less磁an8cm

wide．These　veins　mostly　cons玉st　of　brec－

ciate（l　ore　co薮taining　characteristically　large

amOuntOf痴rSe－StOneS．

　Theごonstituents　of　the　ore　are　quartz，

chlorite，barite，calcite，pyrite，　chalcopyrite，

sphalerite，galena，te賞ahedrite　an（i　、so　on．

The　results　of　the　former　analysis　of　the

rich　ores　show1．3g／t　to　trace　of　gold　and

about650to2009／t　of　silveL　　Gra（ies　of

orearemostly1．7－25．3劣ofleadand5．0－
36．8％of　zinc　with　less　than　O．82％of　cop．

per．
　Much　or6reserves　cannot　be　estimateα

atpresent．More　advanced　prospecting　mαy

be　necessary　for　the　southward　and　down．

ward　trends　of　t強e　two　main　veins　by　drlfts

an（1shafts．

　　　　　　　要　約
　豊宏鉱山は札幌郡豊亭町にあつて，定山漢温泉の北々

西5kmに当る。附近の山地ぽ火山陣屑物よりなる第……

紀暦と，これを貫く角閃石石英斑岩およびこれらを被覆

する石英安山岩・複輝石安山岩より成る。鉱床は主とし

て角閃右石英斑岩中の裂罐を充蟹した銅・鉛・亜錯鉱脈

であつて，母岩は多少の絹雲母化作用を受けているのが

常であるo同様の細脈は第三紀暦中にも認められるが，

重要なものは未だ発見されない。現在までに数條知られ

ており，概して走向南北に近く，一般に70Q以上の急傾

斜をなす。これらの中，経済的に重要な鉱脈は石英斑岩

中に胚胎する2條の耶行脈で，ほかは幅大体8cm以下

の細脈である。主要鉱脈中西側の鑓押延長は70m，東側

のそれは30mで，前者は幅0．5～1、5m，後者において

は0．2・｝0・7mである。鉱脈は主として角礫状鉱より成

り，一部網状賑を形成するとともある。鉱石の組成鉱物

には，石英・線泥石・重晶石・方解石　黄鉄鉱・黄銅鉱

・閃亜錯鉱・方錯鉱・四面銅鉱・銅藍がある。品位ほ西

側主脈では銅0．75％以下，錯1．9％～20．7％，亜錯」

5．3～31．1％，東側主脹では銅0．82％以下，錯1．7’》

25．3％，亜錯5．0・》36．8％で，その他の鉱脈では銅3．3

％，1亜錯43．6％に蓬す’るもの：があるけれ，ども細脈であ

るため稼行儂値に乏しい。下部探鉱が未だ進んでおら

ず，また，鑓押延長も充分ではないので，現在の処多大

の鉱量は推定できない。将来上記干行主脈の下部探鉱は、

勿論であるが，南部延長を確めた後，それによつてさら

に東方へ新たな李行脈の存否を探査すべきであろう。一

＊ 北海道支所
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